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④ 宿主別橋からダム上流右岸の崖地を望む【参 考】 

i) 現況の主要及び身近な眺望景観の状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主要及び身近な眺望点④の現況写真 

 

宿主別橋から西方向の景観である。眼下には宿主別川の流軸景を望め、正面に平

取ダム上流右岸の崖地を望むことができる。 

 

ii) 供用後の主要及び身近な眺望景観の状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主要及び身近な眺望点④の供用後（ＣＧ） 

 

供用後の宿主別橋からの眺望景観は、現況高さから約 40m 高くなり、ダム堤体と

貯水池を一望する奥行きのある眺望景観となる。平取ダム上流右岸の崖地の麓から

牧草池を横断するダム堤体は背景の稜線内におさまりスカイラインに変化は見ら

れない。 
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⑤ 豊糠橋から平取ダム上流右岸の崖地を望む【参 考】 

i) 現況の主要及び身近な眺望景観の状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主要及び身近な眺望点⑤の現況写真 

 

豊糠橋から南西方向の景観である。眼下には緩やかに蛇行している額平川の流軸

景を望み、正面奥に平取ダム上流右岸の崖地を望むことができる。 

 

ii) 供用後の主要及び身近な眺望景観の状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主要及び身近な眺望点⑤の供用後（ＣＧ） 

 

供用後の豊糠橋は、現況高さから約 30m 高くなり、正面に連続する平取ダム上流

右岸の崖地を望み、眼下一面に水面が広がる眺望景観となる。豊糠橋からダム堤体

の存在を確認することはできない。 
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⑥ すずらん群生地内から平取ダム上流右岸の崖地を望む 

i) 現況の主要及び身近な眺望景観の状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主要及び身近な眺望点⑥の現況写真 

 

すずらん群生地内から西方向の景観である。すずらん群生地内および周辺の牧草

地内に樹木が点在しているが、視界が遮られることなく平取ダム上流右岸の崖地を

望める。 

 

ii) 供用後の主要及び身近な眺望景観の状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主要及び身近な眺望点⑥の供用後（フォトモンタージュ） 

 

道道芽生貫気別線の付け替えにより、盛土法面が出現する。平取ダム上流右岸の

崖地を望むことはできるが、直線的な盛土法面の存在により、眺望景観の変化が生

じると予測される。 
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4-5-3 環境保全措置の検討 

環境保全措置は、予測結果を踏まえ、環境影響がない又は小さいと判断される場合以外

に検討した。 

なお、詳細については、今後学識者の助言等を受けながら検討する。 

 

(1)検討項目 

予測結果より、「すずらん群生地周辺からダム上流右岸の崖地及び牧草地風景」「道

道芽生貫気別線からダム上流右岸の崖地及び牧草地風景」「宿主別橋からダム上流右岸

の崖地及び牧草地風景」「すずらん群生地内からダム上流右岸の崖地」について、土地

又は工作物の存在及び供用により、眺望景観に影響があると想定された。 

 

表 4-5-5 環境保全措置を検討した項目 

 主要及び身近な眺望点 影響要因 検討項目

① 
すずらん群生地周辺からダム上流右岸の崖地及び

牧草地風景 
ダム堤体右岸の切土法面 ● 

② 
道道芽生貫気別線からダム上流右岸の崖地及び牧

草地風景 

ダム堤体 

ダム堤体右岸の切土法面 
● 

③ 豊糠小中学校からダム上流右岸の崖地 － － 

④ 宿主別橋からダム上流右岸の崖地（参考） 
ダム堤体 

ダム堤体右岸の切土法面 
● 

⑤ 豊糠橋からダム上流右岸の崖地（参考） － － 

⑥ すずらん群生地内からダム上流右岸の崖地 付替道路 ● 

●：影響がない又は小さいと判断される場合以外に該当するため、環境保全措置（案）の例を示す。 

－：影響がない又は小さいと判断されるため、環境保全措置（案）の検討を行わない。 
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(2) 環境保全措置の検討結果 

環境保全措置の検討結果を表 4-5-6～9 に示す。 

① すずらん群生地周辺から平取ダム上流右岸の崖地及び芽生地区の牧草地風景を望む 

表 4-5-6 環境保全措置の検討結果 ① 

項  目 
主要及び身近な眺望景観 

①すずらん群生地周辺からダム上流右岸の崖地及び牧草地風景 

環境影響 
ダム堤体右岸の切土法面によりダム上流右岸の崖地及び牧草地風

景を望む景観に変化が生ずる。 

環境保全措置の方針 
ダム堤体右岸の切土法面への植生の復元により、周辺景観との調和

を図る。 

環境保全措置案 緑化対策を実施し、修景化する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

環境保全措置①のフォトモンタージュ 
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② 道道芽生貫気別線からダム上流右岸の崖地及び牧草地風景を望む 

表 4-5-7 環境保全措置の検討結果 ② 

項  目 
主要及び身近な眺望景観 

②道道芽生貫気別線からダム上流右岸の崖地及び牧草地風景 

環境影響 
ダム堤体、ダム堤体右岸の切土法面及び付替道路により道道芽生貫気別線

からダム上流右岸の崖地及び牧草地風景を望む景観に変化が生ずる。 

環境保全措置の方針 

a）案 

切土法面と周辺景観の

調和を図る 

b）案 

堤体の目隠しをする 

c）案 

盛土法面及び車両用防

護柵と周辺景観の調和

及び景観の眺望に配慮

する 

環境保全措置案 
緑化対策を実施し、修

景化する 
堤体下流前面への盛土

盛土法面への緑化対策

とガードケーブルの採

用 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

環境保全措置②のフォトモンタージュ 
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④ 宿主別橋からダム上流右岸の崖地を望む 

表 4-5-8 環境保全措置の検討結果 ④ 

項  目 
主要及び身近な眺望景観 

④宿主別橋からダム上流右岸の崖地 

環境影響 

供用後の宿主別橋からの眺望景観は、現況高さから約 42ｍ高くな

り、ダム堤体と貯水池を一望する眺望景観となる。回避・低減すべ

き環境影響は、堤体右岸の切土法面が考えられる。 

環境保全措置の方針 
ダム堤体右岸の切土法面への植生の復元により、周辺景観との調和

を図る。 

環境保全措置案 緑化対策を実施し、修景化する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

環境保全措置④のＣＧ 
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⑥ すずらん群生地内から平取ダム上流右岸の崖地を望む 

表 4-5-9 環境保全措置の検討結果 ⑥ 

項  目 
主要及び身近な眺望景観 

⑥すずらん群生地内からダム上流右岸の崖地 

環境影響 
付替道路によりすずらん群生地内からダム上流右岸を望む景観に

変化が生ずる。 

環境保全措置の方針 

a）案 

盛土法面及び車両用防護柵と周

辺景観の調和を図る 

b）案 

盛土法面の目隠しをする 

環境保全措置案 
盛土法面への緑化対策とガード

ケーブルの採用 

落葉広葉樹の植裁 

（周辺の樹種を選定） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

環境保全措置⑥のフォトモンタージュ 

 

 




